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開会挨拶 国立極地研究所研究主幹 松 田 達 郎
(9:30～9:40)
1生 物 生産 の場 と しての 南極 海 の海洋 構造 と特 性
(9:40～12:00)
座 長 石 野 誠 東水大
1夏 季 南 極 海30°E-90°E間 の 海 洋 構 造 と特 性
一1980-81年 開 洋 丸 調 査 か ら 一
(9:40～10:00)
永 延 幹 男 東 大(海 洋 研)
西 尾 高 喜 水 産 庁(開 洋 丸)
2南 極 洋125°E,160°E線 の 海 洋 構 造 に つ い て
一 海 鷹 丸 に よ る 観 測 結:果 か ら 一
(10:00～10:20)
松 浦 昇 三 洋 水 路
加 藤 重 一 東 水 大
3第22次 南極観 測隊 海洋観測結 果 につ いて
倉 本 茂 樹
小 山 薫
(10:20～10:40)
海 上 保 安 庁(水 路 部)
海 上 保 安 庁(水 路 部)
2
4「 ふ じ 」に よる海洋 物理 ・海洋 化学 定常観 測 につ いて
一現在 ま での観測 成果 の概要 一
(10:40～11:00)
菱 田 昌 孝 海上保 安 庁(水 路部)
? ?
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座 長 角 階 静 男 北大(水 産)
海鷹 丸 の調 査 に よる栄養 塩 の分布 につ い て
(11:00～11:20)
佐 藤 博 雄 東 水 大
南極 海 イン ド洋海域 にお け る化学 的 水塊構造
(11:20～11:40)
宇 野 史 郎 水 産庁(南 西 海区水 研)
中 村 陽 一 筑波 大(生 物)
小 牧 勇 蔵 水産庁(遠 水 研)
一 一 ー 一 一 討 論 (11:40～12:00)一 一 ー
一 一 昼 食 (12:00～13:00)一 一 一
3
挨 拶 国 立 極 地 研 究 所 長 永 田 武
(13:00～13:10)
1南 極 海 に 赴 け る 動 物 プ ラ ン ク トン の 諸 問 題
(13:10～14:50)
座 長 根 本 敬 久 東 大(海 洋 研)
1海 鷹 丸1980-1981年 調 査 航 海 時 に み られ た 南 大
洋 に お け る　macroplankton　 と　 micronektonの 生 物 量
(13;10～13:30)
丸 山 隆 東 水 大
:豊 田 浩 東 水 大
2フ イ ツ シ ユ ポ ン プ 採 集 に よ る 大 型 動 物 プ ラ ン ク トン に つ
い て(13:iiO～13:50)
笹 田 陽 一 東 水 大
3南 極海 イン ド洋区に寿げる榛脚類の垂直分布 ソ/
(13:IO～15:30)
中 村 牧 日 大(農 獣 医)
福 地 光 男 極 地 研
4サ ウ ス ジ ヨ ー ジ ア 沿 岸 に か け る 浮 游 性 僥 脚 類 特 に
Drepallopus　 pectinatus　 BRADY　 と　D,　 forcipatus
GIESBRECHTの 出 現(14:10～14:30)
箕 田 嵩 北 大(水 産)











3ナ ンキ ヨクオ キ ア ミにみ られ る接辞 の 日変化
沢 本 彰 三
菊 野 秩
菅 井 準 一
(14:50～16:10)








東 海 大(海 洋 研)
東 水 大
(15:30～15:50)
東 海 大(海 洋 研)
北 大(水 産)
東 水 大
一 一 一 ゜ 一 討 論(15;50
～16:ユ0)=・b-一
一 一 己 一 一 休 憩 (16:10～16:30)一 一 一
5
N南 極 海 沖 合 及 び 沿 岸 の 魚 類 と ベ ン トス
(16:30～18:10)
座 長 多 部 田 修 水 大 枝
1吉 野 丸 に よ る ス コ シ ア 海 南 シ エ ト ラ ン ド島 北 岸 沖 合 海 域
隠 け る 底 鰻 源 予 備 調 査(16:30～ ・6:5。)
高 橋 正 憲 水 産 資 源 開 発 セ ン タ ー
2　 SOUTH　 SHETLAND諸島 周 辺 の 底 魚 相
(16:50～17:10)
岩 見 哲 夫 筑 波 大(生 物)
阿 部 宗 明 東 大(総 合 資 料 館)
3リ ユ ツ オ ・ホ ル ム 湾 東 部 海 域 の 魚 類 椰(つ い て
(17:10～17:30)
内 藤 靖 彦 極 地 研
岩 見 哲 夫 筑 波 大(生 物)
4昭 和 基 地 周 辺 で の 潜 水 に よ る 底 棲 生 物 調 査
(17:30～17:50)
渡 辺 研 太 郎 極 地 研
中 嶋 泰 東 水 大




V南 極 海 に お・け る海 鳥 ・海 獣 類(9:30～12:30)
座 長 大 隅 清 治 水 産 庁(遠 水 研)
1南 極 海 を 主 と し た 南 大 洋 の ミズ ナ ギ ド リ類
一 特 にPterodroma　 属 の 分 布 一
(9:30～9:50)
中 村 一 恵 神 奈 川 県(博 物 館)
2開 洋 丸 のFIBEX航 海 に お け る 海 鳥 の 目視 観 察
(9:50～10:10)
大 山 佳 邦 極 地 研
内 藤 靖 彦 極 地 研
3リ ユ ツ オ ・ホ ル ム 湾 に か け る ア ザ ラ シ 航 空 セ ン サ ス に つ
い て(10:10～10:30)
内 藤 靖 彦 極 地 研
4　 1WC-IDCR　 に よ る 南 氷 洋 ミ ン ク ク ジ ラ の 国 際 資 源
調 査(10:30～10:50)
加 藤 秀 弘 鯨 研
5　 FIBEXに む け る 海 洋 調 査 船 に よ る鯨 類 目視 効 率
(10:50～11:10)
大 隅 清 治 水 産 庁(遠 水 研)
笠 松 不 二 男 共 同 捕 鯨
7
一 一 一 橋 一 討 論(11二10～11:30)一 一 一
〔 特 別 講 演 〕(11:30～12:10)
　 　 A　 coml)arative　 examination　of　 Arctic　 and　 Antarctic
　 phyt・Plankt・n　 pr6du・ti。n　 and　 dynamics　 。f　 the　 、ea、 。nal
　 　 sea　 lce　 margln
　 　 　 　 　 Vera　 Alexander　 University　 of　Alaska
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Director,　 Institute　 of
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Marine　 Science
-一 一 一 一昼 食(12:10～13:10)t)一 一1
W南 極 海の一 次生産 及び 沈降粒 子,懸 濁物 の諸 問題
(13:10～15:50)
座 長 半 田 暢 彦 東北 大(農)
1南 極海 イ ン ド洋 海 域 に跨げ る植物 色 素量 の鉛 直分布 様式
(13;10～13:30)
宇 野 史 郎 水産庁(南 西海 区水 研)
8
2海 鷹 丸 研 究 航 海 時 の 南 極 海 に む け る ク ロ ロ フ ィ ル の 分 布
に つ い て(13:30～13:50)
山 口 征 矢 埼 玉 大(教 養)
柴 田 佳 明 東 水 大
3"ふ じ"に よ る 南 極 海 ク ロ ロ フ ィ ル 分 布 調 査
(13:50～14:10)
渡 辺 研 太 郎 極 地 研
中 嶋 泰 東 水 大
4南 極 海 及 び そ の 周 辺 海 域 に お け る 懸 濁 態 有 機 物 の 分 布 と
組 成(14:10～14:30)
田 上 英 一 郎 名 大(水 圏 研)
加 藤 光 雄 東 水 大
半 田 暢 彦 名 大(水 圏 研)
5南 極 海 に か け る 濁 度 分 布(14:30～14:50)
森 永 勤 東 水 大
6粒 状 有 機 物 の 鉛 直 フ ラ ック ス,　 POC,　 DOC,　 ATP　 量 の
測 定(14:50～15:10)
藤 田 直 二 東 北 大(農)
西 沢 敏 東 北 大(農)
一 一 ー 一 一討 論(15:10～15:30)一 一 一
休 憩 t(15:30～15:50)
9
VII　総 合 討 論(15150～18:30)
(　FIBEXの 結 果 の評 価 と今後 の課題 につ い て)
座 長 星 合 孝 男 ・ 根 本 敬 久
指名 討論者(討 論10分,質 疑10分)
1奈 須 敬 二 水 産庁(遠 水研)
2角 皆 静 男 北 大(水 産)
3福 地 光 男 極地 研
4西 沢 敏 東 北大(農)
5谷 口 旭 東 北大(農)
6河 村 章 人 北 大(水)
7星 合 孝 男 極地 研
8大 隅 清 治 水産 庁(遠 水 研)
9加 藤 重 一 東 水大
10
9月19日(土)
SIEBEX　 計 画 ワー ク シ ョップ
座 長 松 田 達 郎
1海 鷹丸 の計 画
石 野 誠
2開 洋 丸 の計 画
小 牧 勇 蔵
3白 鳳丸 の計画
根 本 敬 久
4し らせ 及 び昭和基 地 の計 画
内 藤 靖 彦
一 ー 一一質 疑 ・ 提 案 ・






水 産 庁(遠 水 研)
(10:40～11:10)
東 大(海 洋 研)
(11:10～ ユ1:30)
極 地 研
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第7次 以降 、現 在 ま で の南 極 観 測船 「ふ じ 」に よ る海 洋
観 測 は 、 い ろい ろな 制 約 を受 けな が ら も 、多 くの人 の 協 力
に よ り毎 年 継続 的 に各 種 の基 礎 的 海 洋 資料 を 生 み 出 して 来
た,
海 洋物 理 ・海 洋 化 学 部 門 の成 果 内 容 は 、 各隊 次 の隊 員か
ら 「南極 資 料 」 に報 告 され た各 層 観 測 、表 面観 測 、GEK
、MBT、STD、XBT　 な ど のデ ー タの他 、 まれ に 報告
さ れ るか 、 あ るい は ほ とん ど報 告 され な か った もの と して
験潮 、海 潮 流 、氷 ⊥観 測 、湖沼 調 査 、 油 分 、放 射 能な どの
デ …タが あ る 。
ここで は 、過 去 の観 測 デ ー タ に つい て概 観 す る と とも に
、フ乏面 観 測 な ど一 部 の観 測 結 果 に つい て 若干 の 検討 を 行 う




2.観 測 成 果 の概 要
海 洋 観測 の 中心 と な る各 層観 測 は 、 南 極海 に つ いて 一般
には 、 往路 の フ リー マン トル か ら 昭和 墓地付 近 の 氷縁 まで
のigttは、110°E線 を 中 心 に南 下 し 、55～60°S↑ 寸
違で 西 に 向 う径 路 に おい て 数 点実 施 し て い る,ま た復 路 に
つい て 条件 の良 い と きは 、昭 和基 地 沖 で6～12点 程 度 行
っ たほ か 、主 な観 測線 とな る氷縁 か ら ケ づー タ ウン また は
ボ ートJ'vイス に 向い北i:す る途 上 で の南 極海 の 横 断観 測 で
は 、6～11点 行 って い る,
この横 断観 測 結 果に 基 づ く南極 圏 極 流 に つい て の 力 学計
算 によ る と 、測点 間隔 が粗 い の と 暴風 圏で のデ ー タ不 足 の
た め、 お お よそ の流 速 及 び流 最を知 るだ け で あ るが 、流 速
は 最 大 値 で5～20cm/sec、 平均f直で2、500
db基 準 面 とし て1.5～3.1cm/secと 小 さい 、
こ れはGEKに よ る流 速0.3～O.6Kn(≒=15～
30cm/Sec)に 比べ て相 当小 さ いが 、海 底 まで の
barotroPicな 流 れ を ノJrTえる とや や 大 きくな り
GEK結 果 に近 づ く,一 方 、流 量は 幅 広 く一様 な流 れ のた
め に 大 き く 、3、000db基 準面 で 約140SVに 達 す
る こ と が確 認 され て い る 。こ の値 は 、他 の 南 極 圏極 流 域 で
出 さ れた 値 と 良 く…致 して お り 、黒 潮 と比 較 し て その 流 速
は 、は るか に小 さい が 、逆 に流 量は か な り大 き い とい う結
果 にな り妥 当な 結 果で あ る 、
また 、観 測 デ ー タ の豊 富 な と きは 、水 温 、塩 分 、溶 在 酸
素 、pH、 栄 養 塩 の鉛 直 断 面 分 布 が得 られ 、こ れ はそ の
力 な資料 であ る。
次 に表 面観 測 、MBT、XBT　 の成 果 は 、収束 線 及 び前
線 の把握 に有効 で あ る 。Deacon(1974)が 指 摘
す る よ うに 、 収束 線 及 び前 線 は 鋭 い形 で 明確 な境 界 を作 っ
てい るこ とは 少 な く、ほ と ん ど の場 合 が ある 幅 を持 った 帯
状 の存 在 で あ る 。 また 、 パ ッチ 状 水 塊が で き 、表 面 水温 に
つ い て み ると 必ず し も保 存 性 が高 くな く 、変 化は 大 きい た
め 、従来 の よ うに一 定 水 温 で 、 これ らの位 置 を決 め る こ と
は 問 題 が多 い 、
従 って 、本 報 告 では リン 酸 、硝 酸 、亜 硝 酸 、ケ イ 酸 な ど
の 栄 養塩 及 び 潜 在 酸 素 の濃 度変 化 の 大 き な位 置 すな わ ち 、
急 激 な濃 度 の立 ち 上 りを 示 す 直前 及 び 急上 昇後 の こ う配 が
緩 や かに な る位 置 を 、 そ れ ぞれ 北 限及 び 南 限 と定 め て 、そ
の 中 間の 最 も 変化 の 大 き い こ う配 最 大の位 置 を 平均 位 置 と
し て 、 これ を 収束 線 及 び 前線 の 代表 的 位 置と定 め た 。 これ
は 、水温 及 び塩 分 変 化 の大 きい と こ ろ とほ ぼ 一致 し て い る
⊂
この 方法 で 、往 路 の フ リーマ ン トル ～昭和 基地 間 の 収 束
線 及 び前 線 の 位 置 を定 め る と 、亜 熱 帯収 束 線(S　 TC)　 の
平 均 位 置は36°10n～41°40'S、 総 平 均38°
ll'S、 　平均 水 温 は13.3～17.8°C、 総 平 均
15.1°C、 オ ー ス トラ リや亜 南 極前 線 の 平均 位 置 は
44°35'～48°45'S、 艦ミ平 士勾47°08'S、
平 均 水温 は6.7～9.6°C、 総 平均8.0°C、 南 極
収 束 線 の 平均位 置は53°00'～59°10'S、 総 平
均55°11'S、 平 均 水温 は0.1～4.1°C、総 平
均2.3°Cと な った,こ れ らの 値は 従 来 か ら言 わ れ てい
るSTC、ASF、AC　 の平 均位 置及 び 水温 と良 く一 致 し
てお り妥 当 な 値 と評 価 で き る他 、 収束 線 や前 線位 置 の よ り
明 確 な定 義 と し て利 用 で き る 。こ の方 法 で求 めた南 極 収束
線 の位 置 と 「ふ じ」 の 氷海 で の 行 動 日数 の関 係 に つ いて 検
討 す る と 、往 路の110°Eを 中 心 と して南 下 す る海 域 に
おい て 、南極 収 束線 の 平均 位 置 が 北 方 に張 り出す年 は 、行
動 日数 が少 な い と言 う一 般 的傾 向 が み られ る 、 行 動 日数 が
少 な い と きは 、氷 が 薄 く軟 弱 で あ る こ とを示 し、多 い と き
は 、氷 が 厚 く強固 で あ る こ とを示 す とす る と 、往 路 の 南 極
収 束 線が 北 方 に張 り出 す年 は 氷 が 薄 く軟弱 で 、南 方 に縮 ま

















ま す重 要 とな る であ ろ う 。
北 半 球 の核 実 験 に よ る放 射 性降 下 物 を 主 体 とす る海 水 中
の人工 放 射 能 は 、人 工 放 射 性 核種 で あ るCs-/37、
Ce-!44、Ru-/06、Sr-90な ど を分 析 、 計
測 す る こ とに よ っ て 明 らか に され る。 これ と比 較 す る 意 味
で 、南 半 球 の 表 面海 水 中 の 放射 能 を 分 析 し た 。16次 以 降
5点 つ つ の採 水 を行 って 、得 られ た 結 果を み る と、北 半 球
よ り 、か な り低 い値 とな っ て いる 。
で第17次 、第20次 と解 析結 果が得 られ た 。これ らの 調
和分 解 の 結果 に よ る と、 主 な調 和定 数 はKl、01、M2、
S2で 一 日間潮 及 び半 日周 潮 が 卓越 して い る ほ か、 大潮 時
の 平 均潮 差 は約90cmで あ り、 渕　hi"　の 最 大 は 約1.6
mで あ る 。また ・海 潮流 観 測 に つい て は ・ ま とま っ た成 果
は ほ とん ど得 られ てい な い が 、全 く計測 にか か らな い無 流
に近 い状 態 も多 く、流 れ が あ って も 数cm程 度で 強い 流
れは 検 出 さ れて い ない 。 但 し 、越 冬 観測 に よれ ばオ ン グ ル
海 峡 等 で は 、氷河 など の 融解 によ る 強い 流 れ が あ る模 様 で
これ らの正 確 な観 測 が 望 まれ る。
湖 沼 調査 につ いて は 、既 に良 くま とめ ら れた 報 告 が あ る
の で 省略 す る 。 また 最近 の 氷 上観 測 に つ い ては 、 これ か ら
の解 析に 待 ちた い 。
最 後 に 汚染 調査 結果 に つ い て少 し 述べ る。
油 分の測 定 とこ のた め の採 水 は 、第16次 よ り始 ま った
。油 によ る海 洋汚 染が 世 界的 に 重 要視 され た こ とか ら 、往
路 の マカ ッサ ル 、 ロ ンボ ック海 峡 、復 路 の イ ン ド洋 、 マ ラ
ッカ海峡 、南 シ ナ海 の タ ン カー ル ー トを 中心 にし た表 面 海
水 中 の溶 存 または 分 散状 の油 分 の分 析 は 、IGOSS-
MAPMOPP計 画 の一 環 と し て も役 立 て られ た 。分 析 結
果 に よ る と、 イ ン ド洋 、マ ラ ッカ海 峡 は ロ ンボ ック海 峡 と
とも に0～0.1ppb(ク リセ ン当 電)と 低 い 値が 多 く
南 シ ナ海 は0.5～10.Oppb以 上 の高 い値 が 見 られ
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瀬゜ 川 進 ・加 藤 光雄.・ 田上 英 一郎 ・村野 正昭
(東 末大)(効 く大)(名 大水 祇)(東 氷 人)
生鑛 鵠 盤 占腰 票 羅 鶏 麟 用、礪 実劇 纏
能 麟 の物 質 の代謝 や生理 的な面 に関 してta　度 ばlm－ 個 体 でt大 きくば らつい1誠 ・)Er
報 魅 少 な く、特 に自然 状 鵤 ・近 い餌 纏 れ をれ の体 長 ⑭ 最知 酸 化駒 ると 、八型
⑭ 擬 餌 の勲験1曝 書され ぴ な ・、.198・ 個 体(BLz・-v50MM,乾」燵 量|・ 一之O
今 猶/98伸 にカサ て 、棘 、米産樽 研 究 囎)硝45雪 ・rk　/ndvid・a-Q　 /　h　r.
蘇 酬 ＼譲 ブしによるBIOMASS南 オ蛮,学研 兜 大型/1固体(BL40～56mmノ輯1集庫量一100
づ航海で 南極1毒の鵜 よ ツ7asにオ キア ミき用 い ・～300m8)で は100～150超/endlvid誠/
て、斗来集 直後 直 ちに、船 上Z,採 集現 場 に近　 hr　 とな り、体 長力く大さ くなる に し巨が って
㌧・餌 料 娠度 によ ける オキア ミのナ氷速度 乏測 汐永速度t高 く な・に 。 これ に対Lて 単1立乾
淀L、　srz同 一個 体 を恥 、て 酸 素泊責 量 お 燥 重量 あたり のナ氷速度 は 八 馴 国体 で4
よぴア ン王 ニア態 窒素 の誹 泄の実験 を行 い若 袖/m8d唱UDetsR丈/hr.大型 個 体 で1絨
・　 /tngd・u畔/ht以 下 擾 リ・　us長 克く干の知 見力傭 うれPの 乙辮 一す る
大 き くな る ほどノトさ&値 と示 す順f・τfO"e」・s"/
《材料 および方 法》 艮.
実験 に用 いたオキア ミ は、一次航 海 では、 個 体 あr三りの呼 吸速 度・)最高 値 は,　18mrrt
l側 年 師5-6Bに フィツ ジーポ ニ　7bli.}rワ の個 体 で9,4t・QO・/紬vi・ 鳳/h・.ま ・π
採 集 したBL=2L4～48・Ommの}r(個 　mm　 の個 体 で2L5・4卜QO・/ndlvicLu(辺/hr.
休 を臥 、、同 一個 体 について2-3前 脚 ・呼t4-・7mvnl・B2qμ0。/ina'・vi(鳳/h・一ピ
吸'寺井泄(ア ンモ ニア箆 窒素.)の 轍 をノ〒・ 様 が大 ・きし、ばと・呼吸蓮 康 生高 くな ・Fが ・
た.三 共紬 そは κMT-IOOO杉 トの 乾」鯉 量 練 りの 呼吸醸 は遡 ・減 少イ頭句 と
表ノ軽量曵 き にくまってン得一ら汎]匡、係 長i∫～30mmラ 下LF-一。
のフ「午ア ミお,よび集 魚灯 にδ)ぐ 採 集 した 、
イ本長40～5'6伽 γLの 」不キア ミを}利いて 、
水 卒　 PP吸 ・誹 泄 の別殿 行 ・た 。
ア ンEニ ア難 壁秦 の排泄 速度 蔵　 3∠V-ym・Yt
ナ1メ ・下の個 体 そはo・ り8-(d/碗4Md肱 呪 い
潮(速 度 陣500"硯1.Q,Z1のポ リ容 器 くな リ
と汗]いて 一定爵 稽1フ「キアミを現 場 り.藩クK中に
収容↓、 その軒 ク ロ・フ・ 峰 ・勘 ・鴎
式 めF。 き 艮月下痔に〕 つL9-・
貼 るサイズ別 の糊 ・麹 遷 弍)勧 工
⊥灯 の値 と示 し1大 型」過 る と一恥 曖 度 は 高
、4+-stn・ ・tの 個 体 で最 高o、69カ8`・('t
/bUd;v|(haQ/ht　・)値 き示Lに 。
同 一個 体 にお け る 、呼 吸 速度 と ア ンτご ア
カ ウ 汐 一 排 」雌 度の 比(0/阻 止)ze・ ると 、ノ1＼酬 固
体 さ富1く}こ型L個 体 で・イきいイ直を永 うイ墳弁、1がお、ら
呼 吸 ・謂}ラ世の庚嬢1こ1ま 　y)O　 nrQのBOD推 し れ る。0/Ntヒ は 、代 謝 基質ヵくタ 二八・ク管1ご
EB、"(よび1叉 のカ"ラス、瓶 を満し、,オ キ;アミき 一一'
足騨 涙 閑 ・諏 暦 い
迭 によヅ藤 の満 管 量を,排 」画憲アンモ ニア
リ の 場 合81庵 り 、 タ:・)・.)賢Sl・刃融 の 弓}が
呼吸rsN>イ ⊃つ ラ ー 等 量 醐 ヒ,satるi¥A　 z4と{i}ろ.こ の こ とカ・
らノ|＼型 の才 キー ア ミ5・ は三‡is代 吉尉碁・噴 と し ぐ 脂
の増加量 か らア)モ ニ ア楚窒素 の尋離 建.度を 脚 ・多 く便 切1、 大型 オキア ミξ・1&タ ンハ゜ワ
測 定 しト.隷 呼畷 鍍 とアンモニ ア藁 警束 慣 ・峰 ヵ＼高 く含 試 とが 推 測 訓 ・る・
の排 泄顧 か50/N比 を求 あ 、イざ謝 に用
・・5れ て いる物 璽 を推 定 し仁.
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南種オキアミの初期発生
・菊 野 秩 ・三尺 本 多う 三 ・管 井 準 一
(北 大 ・7燐)(索 ラ毎大・三面三峯る{の(棄 ・K天)
た 緒 言(級,未 桜煮)の こ、今 後 よリ小型の働 ≡卜
纐翻 生態 系の/〈ey　spac/esで あゐ翻 瞼才1二 関 する産 サ閥(を検 討 する叉票があうう・上
キアミ(石鯛拠 畝 δα搾廠)晒 幡 生お♂び 記26イ 魁傑 に関 しで体長 均勧 敵 との関 原主
調 へごτそところ、相 震lf秀歌 かご〃㌧327と な ワ{弦、初期発育遅曜1二関「ず纐 亮t5、 ・奉権の飼 育、
ノ勧 ド痢 走来困難 ビあ・たため、　M、iVhinKte　aft〆い准1開け認 めら↓《なかった。
鑑 躍 鷺離1㌫鶏 霧 耀 磐芳ミ噛徹酬 川 ク
ー/780坪 お よび'ノタ80-/78/年 の2ノ愛に プ リウス期 に い友鳥塘 育雛 左以下 に記載 レ、
綴 纈 欝 観 融 然(・舞麟 端 綱 隔 膜、酬喪、
趨笈鶴翼滅辮 警竺 縫製 貿難・細HZ9が齢 昧禰 概2
(さ た。ノト報 でほ、群群4しで得た2度 にわ た2細 胞期:痴71後9酬/す 分 ～ノの埼1甘レ5
な41〆 了ミ奪苛資箱 界 左 尋 とめ 、 オ キ1ミ ・071巨 ノ分も
帽旗 チ∫零ひ》初期発 壁三にフき総福 相に報告ずゐ。 多細胞 期:産 綱案/3時 間30分 ～/4時 間
.z.劇}徽
ノ鴎 の劇 隊(ニ ノい(小 ・く ノか の・戦 列
ハ ゐ ソかご、 ゼ ノli,鉦パ300-800(!t伝o鮎ηe
.溺 ノFr'、h`r,/?67)、//ク〃o'//よoo
暗 ゼ9酬}〃3「{)・236ユ ー3"9°
(A(z41・(〃 ノ/9K∠ ノ お'!ひ/000-4000
(メ 吃 〃thi"ptic.伽 ノ お ε・ys,〃79)とηVjり
30、 分。
8細 胞 期:産 卵抜/9時 閥/s・ft・ 一/プ 崎 間
/8・ 分。
/6細 胞期:慶 弔 次 ∠6時 間8よ ン分 ～3〃 時
間.
28細 胞期:フ を卵後32時 間 〃33時 間 。
桑}醐:ノz£.9}%友 三6β細 ～37時 間 。
績力ぐゐ 今、♪簸 〃ぐ∠度1二・1/r:り縮1符 飼育tc↓　 初 期 胞胚期:産6靱 皮48時 間 ～す4時 間 。
り得 女童qP数 グ)箱累 左Tabtc　 1に ホ した 。 初 期髪 綱:産 神ド猿Eメ 崎間r-67if静 岡。
〃e/'2-/・its"et}-f>t〈,4{elltV$-s7){21Sk4〈7-.t'it(〉,,,,(了〉テ 樋 醐 嘘 岬4経8でe・ ・bry・の鴎
の顔y数5//4・ 一/6884酬1二 あ ワ、乎v?転 細 論.4it、 第/(i6・}び 影2ア>f
イ自主標 準「誤 差 し1/302± ク7ビ あ,た 。 一,ケ、 ナク)W77βミカぐ認,め ら侭.る 。
//yc－ ノγず/s手 ご{∫204餅 ・のイ・李長 女4〈-SJ9鰺?ヒ 期:kglヲ4麦7日 で'鰐ヂしし、 ノ ラ ノ゜ リ ウス
洲 呼力/麹瞭tT6∠7-3〃 ∫の範囲 ↓二,hツ、
・轟々億 玄標 準課 ,勤1/ク4士/48で あ った。
酎}に1ゴ σ勾飼 育ノト、湿t1蒼 々fO.4も,一 μ
・㍉(㌧ 翼斥 り、イ肋)斜 高寿 生せノ6十 ビ{享な
い 式、{㍉}ノ ゾ釣 所立米 ～療く71る と乎 μ1催 主
擦 嘩さ筋 力ぐ/〆//土//7tい ラィ1齪碍 ヲ、.卜
・ξ:相 〃・賄 厭 ….イ7enls(/278ノ 綱
ユ期 鴻 ゐ 。砕 長o.62m・tご あ ク、1対
の多1、 第2ア ンア ナお ♂びメく顎 が形成 さ
弘 な 。
ノ ウ ブリウス正期:産W俵2/自 。3対 のノ寸
属 買支、巨P参章 葉の第/ア ンア ナ、複 葉の茅
∠ アン アナ万 」ぴ大i顎 とな り、後 端7に劇毒毛
五生 ヅろ。砕 長 ωo.70〃(,,(。
青嵐Pに 」ワ得f今 産卵珪丈/o`Pd・-40aと 類 メ タノウプ リウス期:慶 事VSk2S日.sl/ア
献lJ、49二 、覇 者 、碍kイaG4*-5-9mn(
のtむ較 的大型倒 俸)産 卵叡 ごあ 々カぐ、 そ例以
下1)砕 長 つイ眺 卜6ミ ンク/ジ フn胃 内藩拗 り
組織 ノ多内観 緊に よっ(産wが 認 め ら似(い ゐ
ン ヲ㍉プ(3{fiが冠多成 し、ノ(顎`・源 基1穴に縮!j・
槁 。第/、 第2'」 ・顎 力消 威 さぷる。また、
腹 部力靖 甲か う類 し、尾 輪 絢 本 勧
解 が形成 さψ〈・る。停 毛daク ・70m〃 《・
33
       t  tqc  Whimie  clout  Perys  (/M') 
ercitl e 41-4104(0-ittri—tce Mit 
       ks''t 6,4 ti:j*iA(4.013;tor: 
 b‘ (3,14/,&001-ech
Table 1. Estimated 
reared in
number of egg 
a laboratory.
spawned of Euphausia superba
 1980/81  1979/80
Animal Number of Body Body wet Animal Number of Body Body wet
No. egg spawned length  weight No. egg spawned length weight
 
(  mm (  g  ) mm ) (  g  )
 2230  51 .220 21 1218  49
2 1140  50 .191 22  1236  49
3 1142 46 .940 23  1320  50
4 1121  48  .267 24  1140  51
 1373 44 .010 25  1251 54








 627 46 .275  MeantREIM,1309179
10  1901 47 .222



















 MeaniSZM'  14171117
17  2515 53 .705
18  1928  51 .321
19  1898  52 .310






error of the mean
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;尺 本 彰 三
(索 淫書大・三語学石膏)
管 井 準 一 ・影 野 禾矢
(柔 ・K犬)(i(犬 ・7}確)
こぞバ ・章て計a青Lkk寿 司 亨
4～,㌢i辟 説 丸 写 之,吹 薫」和 漬 瞬 荊 狂 い 已己加 背
き 日rl　 Ll　 e～ 時 点・弓b㍉ ヨ1・118tl)ひ蹄1で 含'寝
媒 卑 浩 斗 ξ1㍉ い ㌃r㌧ † づ フ ィiア ミE汀 長
ヒ ごTt-r－ξ天一雪、トぐ㌻ ド,(,〆.仁 。tノ ヒ)ド ベeδ こ・v・
㌻`・逞Sい:玉!L・ ・s-:,ア;iつ シX† 「 ミ ドτ 寿
'




、v・'ljjエ ・よ ゾ 醜 聞 い ζ 決za　 3婁hて 乏
いE〆 、 も.オ τ・nも,妄1蔓N(Bei.paj:iユ 自
1、vtCd,・i°5践,k」,9・;一 。2'三)ノ 写 る1暗 し→
v.再:、"llも ～ ゴ。dノ ざ3'5減 榔
,≧ ク ー 斤 ゜E)ノ




,㍉ 魂 馬'晰 こ、　ik　 r6弐 ㌻L・ 醇 ・'卜 ・
,'一:,ゴ ∴ 一行 こ}一,十(oく ヒ ム 。 一 ノFI・`～'
.,.),・ ま2.巻 も 環 、x;・ ド 胡 そ!王 的 斥)一堅 午
リ ノ
壱'、㌔ 、 心 氣 ・ ドニン パ エ.・;,←1㌻ 苛㌻)吟3人B－ ノ 自
活 ζ.一 パ よ バ 、籾 、 こ・… ㍊ 浅 ♪ ト 》'禮
.,r=1ノ ニ・ ンJ"、 →-・恥,ドO二 －A}・ ← 蔦 一
ドv・ ㍉ 亀 ミ 生{,・ ㌻ さ ㌧1-tい')㌧ 。1(0こ －A斗
・・← ユ
・-N-ll
・mtr・ ・㍉ ざrvト ・
・、 し、 ナ㌔ 溶1ヤ"芝""i5-i,
,弓,弩LS')へ 、勺 ㌧苓 トて ・
し ノ
い'㌘ ビ 專 戦1乙 三 くう ㌦ ・t、iλ ㍉ 工;"r?液)俸1て 、
'v' ・ズ1び ・
、、=・茶 壷 零^㍉ 是,一 顧 奄 奄1こ1r}n
卜 、`・・x'・,望A・;、 ブ 蒔 葉 もs合o先 達.弓ぐ 醇 汽
」一 ∵ き,ヒ 「 ゆ 、戸((GI6て)Σ 誓 文　r・vた ・ 誘・
巖 ・∵ ぺ 、学,る ラ 、鴛r.r.-i・-t's.
・T,嘆1期
。1～ 。・一跨 げ 討 楴)Fよ ビ/ユ ーユ.〉('3ギ 判
ま 之 むlo8v/6蒔(y}・ 椌 ㌣),害3期 　 'IMア 痔
沽 試 マ㍉)← 夢 も ・
境 町 て 二・一 し 入際 ㌣ ㌧天》書 す き 笥 工・よ ゼ 品 玉
＼ti,・忌 ∫二sプ 夜 這 じL'」三 主 話1マ て み ト?こ も 安th　 よ
ム
㍉ ㍗ 阜 っ ε ・ オrr　 S　 〈　,　腹 心S賊 ま㍉ ピ お・ジ 「
」,φ ヨ昏 以 ちF'),も 容 怜 ・}〈 咋 鷺 い ら 穿
、4一 ㌻ 睡 亨 ・rミ 手 ㍗Aζk・ ・5やN'10ヨ.、 以1、 ミ ・7'
竃 、てtヒ ㌔ パ いrrt-.　 キ 尽 曳 試 料 ド'x・M・・ でq、
/ど 鴫 庫・ち 「 ・T、 零P'・ ら 当 千 ～ ㌻ 捉 叶F手 で－s
寮 吟 レぐみL　 k,　 零eゐ;=ヒ ピ7ム ち 廃 、Tあ ま
りh9ン ・riS・ ・tr・ 。 片 吟 以 角 ド ・7'竃 ネ ・Pび
弗 寒 烏 ・舗 友咋aみ ζ パ い{鋼 ・・は 鳴 し'
v,1・r・ 、 南 な ・やvぐ 雪 ヒ 子 乙 ～ 斗 藤 野1=うN… 　 t
'㍉7;x^、s{〉 ・:一襲 ひjx・A酔 ・'ipsc.4,連 摂しt
「よ5痢 ～耳・やマ き £〈?・ 免 しPt　 ・














線 駒{短 マi"旨 レ い フ ー1ヤ パ ・・h、
『課
・Aた ・二 塁 ゾ 〈 ∈い 角 衿 ㍉ 痔,お よ":頒aよl
c-　il　、 仁.鯉 ひ と 慣 厚,　 ox－ 巧 商 才 て一 与 丸 尽 セ、
し,盲 ㌣ 、1ユOM47:・tvミ,♂6崎 頃 キ・＼ζ'o"～ 蓑
:致 、=主3曵 ジ討 与 よ へ　 :・　ciF　A。
ア
鷺 －x・よ び 叫 竃 内 応 吟 、‡-7て ナぐtも/い 青 ま
C-」}〈 ・ 痢9ト^鷺 ド も レ`)う,止 鳶 以 内Pt
斗Si8一 時 間 全 く み ζ ←・tor♂ ㈹ 今 やマ 転 規 オ う.
S　v.　hて 弾 畠L恨 、マ残 ㍉F湾 も こ ろ ご一8も ・
甲誕n。 ナ(196て)惇 、 ナ ン ヤ ら り 貫ー キ ↑ ミ の
灘 弓 ・ 賦 ・d話 民 糾 い －Mツ 、べ て一靹
古 れ 、 亀.隻il5ピ 干,驚1ミ 肩 南tも 二t毛 這 ぺ
r。}汽,電 量 へ向 学・　Pt之 、縄 は 、1自 、ミ 之 ◎(
・孝s 。 」う～ ろ 残 る、,/。 一,6.青 頭)?る こ と ㌃,腐'XA
Lミ},(も,義 士＼め(い も 。/～＼画 ノ ～亡.60(宴1
期)、 ミ9・ い て 、 同 一詳 一パ キL、1い ㍉順 い}、}"
1疇Fξ β気 偽 ミiC乙 鳥 へ 弓 網 主 ぐlteい,>kq維一専
モ 告 聴 。 宥 お・き ガ 吟 零 内 患 育 惇 ・ 、Q自 、ミ ・丁
字4～6腹 崎 戸}く(}iく 、7'鷺 ～ 琴knlV?
寸 蔓)、?tfle、 い す 憤"＼ ζ 琴3～ チ 岐 野 ド}
P・ 、 お 。 こ ↓へ1穴 叶 い ζ 確 守Th・?'1誤 旨 芭L戎
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古里亭ヌしによる スコ シ 了う毎南 シ・エ トラ ン ド言若鳥ゴc岸沖 合潅}域にお け'る1蚕魚葦1障
子備調 査
蔦橋 正寛(海 洋水産冒棟開発tこンター)
ス コ シ ア海 の南 シ ェ トラ ン ド言旨ξ記 し憬ヲ中)に ょ る今 回同様m試 験 薄き乏 「実施 しTz日寺に
令 拓 域 に おぺ、て 、同 海 域 しこお け る底 魚 ユ藁蒋}千 億 う4jLF_、 膏 季a周 海 域 め主 要 蔭 魚 類 の生物
櫛 臨 と してaBio　 56filL　I　A2　 A_　b5　5q日 に　 tEes構 造 髄 、融 図 に示 しに 。 込Y椰 釧1一
か け 、 魚群 探 麟 によ る魚群 の探 索 と既 存(h　 s†　gqudlchdudi　 ・　Mafri'clicN　{)eryldchei.　 E・・pK4一
ト⊂1-(レ ネ・ッ ト(糸M(「)全 長(06.70uし 、袖 網 の長　 wc.r(λ(yγ ～†qi{oγophcNDs鵠 のd・型 甲斎i1類δ、ラ
さ29.貫 徹 、 嗣 網 の 長 さX6?5・?n、 コ ッ ト エ.ン ドP【 　eeqTag・raOrt・rta　dnrbvct"cveWtを 経ZCん 軌 殖ch†
喉 さ2翫 、網 醐 濠 枷 、袖 網 の簡 齢 剛 φeへ練 経路 が、 鱈 の 鴎 嚇 主輪
av・、網 晒 槍 柵 彌)に よる謙 貧嵯 糠 施 魚類 罐 粧 麟 犠 噛 格 舗 七誘 リ、P・
し毛。　 dntaycZ・ 乙U倣か 同定薩無 いキ イKxoシ イス
試 験曳をはG213蛉6荊 侮 、6工29奮6i≒2'π、 と しZ機 能 してい る εのと推 定主 軋る。
62°一【dβ6(沖7加、6メ06魯6(芦32't万、62902is㏄oe-、ワ缶　　 ii[iii毎域 の主 要彦魚類 の生 物 生産 髄 図モtt七
、6ト5陥 穽 蜘 、6婁0鵡62三21娠6ユP-31's6i-Oら'越 する と 、E.・・L£・〉・.yb4b、禧 榜 主 要鮪 類へ
町 の各点 で、〉乏軋 ぞれ1回 、信も†8回 喫施 し 行 く、南シ エ トラ ンド諸 島式 岸沖 瀬'q生 産
た。曳網 木深{よ 恪9伽 か54ZgWtて 「、底 質 ぽ 髄(ハ ち か 、　Rd哨 γ⊂台叫 仰 文経 て主要な魚,
晃 で和 島 鞠 噺 随 康 は4ノ ッ トてvN　l　 類 怖 く酩 緬 靹 舗 域 唯 荏灘 。よ り
網 当 り平均 曳網 暗闇 は2V・分で あっ哀一。 、効 牽的 τあろうことか堆E乞 れ る。Cγγod－
ラ魚敷 別柵 工で赫 まかas・ノー 和 ンゲのYdC・ 　AntavctiCUS("西 海t椥 共通種 で あ る。
後 、鐸)錬 イ籍 し掬 帰 り、詳細 輪 疑 同 点劇 痛 シェ トラン 瞳 島雌 ヲ蛤 滅
4テな う と ヒ毛.に 各 々 の 魚種 につ きつ本長 、体 重 一ごはE.sa?eYboと κ・†o寸hぐ而dde　 5PPご乞各々
、 胃内容物緯 賊 害を調 べた。漁獲 魚種 の一コ覧50b/D(八 田損 頻 渡ご捕 食tて お り、⊂]ス海 面岸
表 篭第1表 に 、漁 獲状 況 を第2表 に.、主 要魚、写中合・海 域ごはPdη 拍γc†辻レしmと 片頭 し4vぐe
種 の胃内容 物 組爺 を第3表 に各 々示 した。 一五ゐ 受5て汐 ∩出頑 癬穫ご捕'食 してい る。両ラ毎
;鰹 祉 鳴 動 繰 綿3∫ 種 、噺 通 年 ・弍」洞 鯨 のc.Ru王.t今 回 の勲 齢 ㌻却こ合
織 上(+SWL92種 以 上、R脚 目2働 、t)い せ癒 し醜 類 る と向 シ ひ ラン 儲 畠
で あ。玉(甫1表 参照)。 当海域 で はNblb†一 北 岸ラ甲合ラ毎域 筍Ol階 、ロ ス癌 面棒押 ・言海域11η
h・nidqe、Ch輌 ・htit)・idde　、R輌eの ヲ魚　KSと 、齢 工iーランド鵠 婦 中・誘 軸 力
獲 餌 憂 して醐 、な かごもM・†・th・Ptcix　gi-'が 細27麟 いイ齪 示 した・ ま仁 施 酬 一
冑b・楴 飢 涯 鱗 縣 漁 獲量 解2剖 砧 め ・酬ldqeのc・P.U.E.、 鉋 藪 拮 繍 シェ ト
卓越 していZz(K2表Z,k照),扇3表 と蜜2ラ ン ド諸 富海域 ・お斜.η5倍 前 、イ敵 示 しE
擬 も とに このβ繍 の蹄 誠 の主要 底魚類 の.こ 蠣 の竃裸 に対 し、両海 域の生 物瞳 構
嚇 在 儲 遣 欧 ギ臥 と曙 嘔 吐 お1比 遠 鳴 ・ゆ じの糠 霧 特 えて ・・誇 とe
亙 る。 こ∩図 か ら、夏季 の愚海t域にZl)・ける主 う こ とは 、興o禾あゐ闇1琶 ごあ な。 〉乏)k.しめに
要蔭魚類'へ生物 柱ヨ産繕}構 にお し)Zば 、E円フkdU　は 、今後 、両ラ毎域 の基礎 庄荏力立.びに着・/又の
沁 ・・p沽 ・が 靹 尺ぺ 折 ス とし機 能 し 魚種 の飾 師7ー ン賊 軸R輻 ・唾 があ
zい る こ しだ 推 定1.J芝蘇 る。
ロ スヲ毎西 岸沖 合 海 坦ミご、昭 和5牛 耳2日21日
か ら融3副 こか け 、夜語 の トO-`レ ネ ッ ト(
網A全 二E.fiワ.外戦 、ネ由網en長 で.22Wt・ 目同論筒の長
之 ∋総斗帆 、コ ・ソトエ ンド の長 さ 刻 仇 、網 〔ユの
蔦E6m、 袖 網 ・、P8隔29nt、 網o面 積 η5物 ≧
ろ う 。
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Table I. The list 
       orf of South




 saugnt  by  bottom  trawl  net  north 
 in Scotia Sea
 3athyuraconiaae 
  ,gmnodraco 
  Jarlachea australL, 
Harpagaferldae 
 Pogonophyrne  dol,cnobranchia,a 
Gadilae 
  ,cromesusClus 3USEra,,, 
 Coarcidae 
  Austrolycichtys concolor 
 Llparldae 
  ..„Lparadde sp. 
 MgctophIdae  
.,,mnoscopelus 
  M,c,ophidae sp. 
  R.a,dae ;pp. , 5,2,.(2S.•
Cable
gototnen,dae 
 ,ouJc,en,a jabter,frons 
                  ross,2, 




 Pagothenla  borchgrevinki 
 D:suos,c,us uawsonl 
 Pleuragramma ancarc,cum 
 Aechocasas uutopter, 
 noto,nenliae .3po. 
 Chicnodraco rascrospinosus 
                myersl 
 ,suudocnaenlchcys ,eor,lanus 
 ,,,aenoceonaus acera,,Is 
 fhaupsoceohalus 
 jr,odraco antarc,n1,us 
 Chaenodraco ,,ison2 
 Pagecoosas ,scropcerus
3.
2.  The  catch  and  C. 
 trawl  net  north  off 3f
 C.C. Sy 
 South
 fish species caught 
Shetland Islands In




       Sctcpcca s,p. '-..cue I ,pecl,,.
 NOtOt.,71,1  g'bbe,"rons 
 Rajidae  spp. 
 2hionodraco  rascrospinosu 
Pseudochaenachtys georgianus 






 Notothenla  nybel,nL 
,ymnodraco actIceps 
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SOUT8　 S冒∈TL.A!!vti)諸島周辺の蔭曇,相
o岩 見哲 キ ・ 頸 部 穿、朗
(笏 一投 大・竺吹パ(東 大・総 合資 料 館)
菌 一乏」三才づずめ犀類 相 ㌧「刻可 ろ総会 自勺な研・齋 は.数 毛占あ 壬の は ごん0ハodra(O　 raStr∂5)ρノη0一
炬・:・纐 ・獺 倥4＼r蜥7丁 捏7βIPε κ卯/ん 蛎 で3μ 個 体 有灘 鴻 ごナ硫.郷 ・で5ω 守れ
1ワ7'7'ろLあ って!行 な渉・れ て き て雷9、 南 武、 三宅 に 工)号1ミ ・、ワfJ.egi,継 て∫あ ゐCろamPSO-
:1・㌧い'..≒r.草す ろ 蚤類 の{デ1存!二}ま1すろ皇b見 乏,tlig　(ξ泌a!し咤 αζ個ηク戸,　Ch.aぞncc.ephaCa∫ ク∠6ra!乙イ5,
㍗1さ た 。 今回 、三毎 主水 登・境環卿 寛 仁1ン9…-1妄 μこわr纐 纈 たノ噺 ・/9gecゾ 切ω似sザ 葛くのイ固体
・・ 三賀 ポ 擁 ア脚 禧 毛島ラφ㍗ ㌔ そ喧 暢 擬 粒を5あ た に/)・卿50(吻 ・厩}閲 してEltz.
燧 鷺 で 毎勤 ♂㌻@獲 封切ノ}・旨弓ζれ 、周 ゼ)く7… の1列9L自 勺なろケ存づ式ザ吹口られ てい る)。Ro弱 ヲ智で
魂 紅 雀、氏,ηぐ残 マ・」 唾 調^ご ろ橋 詰 得 た の 三鰻 吻 にia'2._記4糎!3.全 く.舗 淑 て・濯 い
・'㌘ そ 時 蘇 を.鞭 毛 競.娯 頸 回 功科 で鳴 出 し ア・のザ 、 ごん ・.
霧 象 で れ た 魚類 は 、9糾35種,個 体 数 で はmstrosp加 〇三∫Ct3"の 同 属 別種 であ ろ 乙hfo.　〃z郷1
」T
,㌧'Lヤ ニ　 fi－'一・iei
当 鷲 鳩 貫勿 ブ・ψ マ・
1,メ ニ1で'あ ろ・ノデ、.
」・ノノ!げノ・伝 萬 一が 豹/ξ り00イ 〔司イ本 と昂.犬 の 彊11参 都)を.
三一 ・ イ、。Rり{'5三 垣 で の 三亀穐 紗!d,、 長 大 の ・彊}惨
苦、㌧}ゲ ㌘,1:,%イ れ79ノ脚 獺 －aノ壺 π プ,ヒμ"{
'.
マJI・.・ ・弓1ノ ゑ 喝 ゴ勿 に 臼 紡 郷 醐 念a」 て
㌘TT、 ∴19!㍊ ぜ㍗ 与∵n三.にJて い で9ン いll蓼 鱗 お を.
∴t'tv、Cj・ ㍉11ノ?'1"ち'・1イ〃!イ ブP〆 クfJl,'t;「 讐オ害1予
'tl
l-17,パ ド1ノザ っy・'t7ゾ〆T「}・ 二・づ ビり マ'ly-、 三1・ノすμ
、・,.・㌧ ・し1諺 島,∫rし つ εl　flE.ζく句 ム 畠 ちガ ㌘ ㌧
一':;1・ ノエ1・ 肇 ノ"ご'、、 ㌘ 壱!ご51ノ ビ ぐ・〆L,つ}勃 で 老 、
-1 、・}}:・ いご,・?rだll、一 てヌ」き/霊 ㌢'白 －aろ1乏 ヲtfi㌧・で あ
1・..鳶 ジ・:・、./み えz;。
で・才_九 二 γロユ鱈!味 深 い新麦り昆,で あゐ 。
当動 転 社 ん・."・e/et':s'e'6個イ材 孫 摘 鉢
・三咲 い す 凋 イ鵠2・ 鍬 吼 奇薩 麻 鰭 鯛
イr6で爺1孕ノデ♪乞 ヨ、似 て"fJい こ と、 ヌ ニo大{
ぐ:ナ,艘 セ}'!了す 字 マ ミラ昆戊篤色 と して採 ら頒 てい
b二 乙(采 葵:ネ')、 本1瞳 ガ"に0～5葡周 辺 ユ・く外 の
1:勃1弐ガ ξ塚 うれ ち3日 慧会 回 が'勧 め てで あ う こ
と な ど・fr＼ら、 す1塵 は 当遊所～1にz.っ て は1陽 釆種
と一 て 品'か し?い ろz.辛 気 考ノの ザ 暑・{と,望・才)
有 り。
(3、へ々'→.1イ「)三太斗
当瀕 獲物 れ り・.・ヴ'せパ ワ ジ料 亀頭 臨9ワ%
只1'㌻ゲ 后,ytn.nc.csr(り解/乙イ・9ηノLchotgビで 占め られ て
働 轍,複 軌 ぴ 優 ・ε ・・ろ.本 蜘 嫡 情 合蜘 冷 脅 して いろzl
蜘 や しで む 癩 。〃,ε鵬 訂 必 ろザ 現 在 まで 醇 采抽 記 録 の ほ 込 ん ど
1・IJI続 字 が 与 信 ら}レ711.い5仕 官.探 電
中 丸 嶋L州0坤 や・らの モので、生 動 或ガ ぢ
へ
易 熱tア ・6.〆,tcんo!si:ゲ'将:摘 で れ1:×.い う 穿夏毛 ・11[
な ・、。
紅 輻 三孝鴻 獲 物 祠 紗 ・ぱ の 働 本数 も占め
て は(・ うグ`s6.fnイ'hie乎lshと し て毛 玉シ5の は
「51題が あ ろ き1う に.感ぜ ε れ ろ。 その2里 由 と し
f,〈に1,イ弍t・び㌧勿域 で・の ハil'カ,イ 「ノう・斜 盈,類 の石A,'
コ_,k,、 、,埆 ・に垂 直 亨多重力
に 咳裡 蜻[渥,と 今回 の採 捕 状:ヲ兄ザ よ く一・致 し
て ・り、 本縫 が 底 層近 く に移 象り{、た 時 の 屋 鳴
才孫段 物 ビ考 え られ う 参 が あ1ザ うれ ろ。
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 ?As  KERCTUELEN R22.1:- 17'  
.  0  0  EAST  ANTARCTIC  Z.• t:A-16 
 ^VZ-1  5  frn-"Z 
       or) n'> ef' I *1-gy,A1)-1. i-ritpcf;r3 
                    tf'ftlo 
-/-7--fq  100  — /000  it't  (  sa7,, 
06/FM, 4EIRIT)S.4)?  nii$  (i) 
           z (7)4-tru 0ko t (i) 
   2, (-7. 4-t_
 FeRMITiN  077)  SOUTH  SHTLA/VP 
 t-ti  ^1  44  *itir"v1,--  „ 
Cr..21;#-.74M1 Z so cie, 
5  9 Pagothenia  borchgrevinki  , Chio.  myersi , 
 k'atovitzict.  m 3 rrt q z Tto 
 SOUTH SHETLAND Ago 11, SCOTIA 
ttAiltilft-AtI  /`.)  Scum  CrEoR0.7  A 
  r X  =,  ,  Sco-r1,4  :;0.60 
 Y.  a  k  < 
   If . Trenialentuc  scott  i,  Tronalo  rn  u  s 
 nicolal  VI-  a)  Trefr^eofrous  Mi7kR,  Pleuraqnx-
mwta.  antarcticuw.,  Dissostichus  "oawsoni  , 
6171prinodraco acuticeps,  nopli  ryne  *), 
 Chioncdraco  16,  Chaenoctraw  ttritsonts  a)  /.7i 
     s#)  2  >  40(  -6'. ScoTIA74.0) 51' 
  t-sx  hi3h artarcVc " 41A-10'0 L, -z ) 
la Y. ;') 4, 7  I.) 4172 
I,  17'  t,  k6b.  Rajidae  ,  N.  gibberifrons 
 Champsocephalus  gun  harts  ,  Chaenocephalus 
 aceratus  Psec(dochaenicktAys  jecrylani-(s 
 SOUTH  6-EoRcTIA 
 Z Scc-T-0---Ii.o,qt-Ite<  Fr.  r,  Z 
 Micromes•sti  us  austral  is  (1) Ta 
PaTAITONI A  - FALKLAND  RE41  oN  Or)  itifz  
.t.r1c1  ??2  X.  "high  antarctic "414 r. cn 




   WEST ANTARCTIC SPECIES
(a) Without SOUTH GEORGIA AREA 




Liparidae sp. ? 
(b) Including SOUTH GEORGIA AREA 
Rajidae spp. ? 
Notothenia gibberifrons 
N. rossi marmorata 



















Neopagetopsis  ionah 
Cryodraco  antarcticus 
Chionodraco myersi 
 Chaenodraco wilsoni 
Austrolycichthys concolor 
   PELAGIC SPECIES
Gymnoscopelus nicholsi 
Myctophidae sp. 
        Vti 411 9 r,/
内藤 磧 あ 岩 見 移 天
虜 う,蜘 ア堤徹 擁ラ度→(琴.o主物)
β/5醐,∫ 璃 恥 一撮 どと之 昭孝曝 必 さ らに累・ワ ・・肩 付・励'6・ 醐 協 瞬 ・醐 一
頻ご で壷 幾 絹 の調 書をfテ 保 ・ア〈.絶 家 路 和蓼
地 産ヒ ノナら冷 、渉何 凶 音 粁 ヒtて5函/〃 薙
禧 ζ銀 却 ほ ・弓 傾 、女 脚{,・ ブ宕 ん 云/〃 」,
.里言・・9夕 〆,福 ク佐.柔 愛,.歌う が.色 揚 の 奏
そ壕/紛 靹 ・輝 戌fal　 ・・づ{鉋 締 て・、-9
矛ド/よ ズi'をーも募 豪 一3ヲ, 、
krd　 が ム硯,L、 同 時1・,ア ん 魂∫微t皮 頑
こ 区.
ノ
,・k憬えo〃(以 残て一呼塗り覆」乙91)縁 象 含チう/a
咋.そ の締 果 トラ ソ フ・で痴 乏尿 ・ 、ρ、
み 磋 デ,顔 ㍊ いZ・.微 ω ・Whl・P≠.表 層
ノ
箸 の 多!片 め柔¢夏e揚 採。 魚 ㌻!タいてぞ71〃(4畷 乙,6ケ,久6κ 飯 間 グ
[君料 ピ言法コ　
,1・ 一・・A's・r・・1レ1・:蕩1㌔ ・2・贈 ・ 甜 －C
β　th尽 彦申嗣!く 、フk屡 次〃〃・ん)ダ ∂ 繊 の3f
妾,、で・戸 一・フ㍗ ほ 蕗 贋 プそ1の琢 集U循 ・
㌔ ン 魂./2　 fi　rp鱈1・ βり痘 時 ・て ク・1・
・癖 紅 作 ナ弓 ぷ 戸 ・ フ… よ 謙 纂蜘
さ曖 躊ア、}97・を榔 、大アを相肩・斜面 、盗 慈水 巻 考 の
地 竹縁7麿 擁 壱、考 量1て 殼tず1<(@ユ).こ め
緻 、、織 矯 ノ/纏P.1-・1園 鱗 旙 暮 し
孚・て た∫象.籟iて 看1謬!}、
癖 紅 躬 ・,)・ ・2種 初 物 鵠 毒 性 で あ ソ、
'乙e　.7if－ン丈」桀!二 夕、現15)ヒl/厚 く(灸 〃涙
/タ ケ/ノ(94∠ 緬 ノタ ノ(ク),人 ラ ッ フ'
ノ
で㌧凝 集2放 多 ニ ヒt7i.ケf3・・la重 水3・
}・じ へ 糸繰 力・リ リ ブ ・f,・ ・f・iレム 場 て動
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.話 し ゑ 斤さ 學 ・ ・ 躇:与 兵 暴 二
ffズ 泰'艶 ,,研 、1東 太 フ〈)
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二 二.幽r.パ に 二P老 翁 が 言為 あ ㌻A,・.. メ':璽 ・r、
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,・!'ヤt:1ブ 汁 医 し 一三 バプ三。 ヲPヒ 写1～,だ 萄 メく が 海 底 でT;'キ3七 磨 ヒ 震 蕩?r乏 危 い ・もPtと 巴
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Table 1. Temperature preference in three species 
         of the genus Pterodroma of the Australian 
          sector in the Southern Ocean
                   No. W.Temp. Noon 
                    birds/mile (C) position
 P.  inexpectata F.L. 0.66 0.7-1.6  64.57S 
                S.L. 0.52 0.7-1.9  64.21S 
P. lessoni F.L. 1.06 7.9-9.4  49.41S 
                S.L. 0.23 8.3-9.7  50.46S 
 P.(Cookiralia)sp.F.L. 0.12 10.6-15.1  42.41S 
                  S.L. 0.25 14.9-16.7  46.04S
 7Lerodl-omL: 
 r Zones 
Antarctic
 Fig.1 Track of Umitaka Maru in the Australian 
      sector of the Southern Ocean showing the 
      variation in numbers of three species of 
      the genus Pterodroma seen per mile for 
      each day of observations. The resultant 
      average figures were grouped into four 
 classes;O.00 to 0.09,0.10 to 0.19,0.20 
      to 0.29 and over 0.30. The value for 
      each day is  plotted at the noon position. 
 P.inexpectata40,P.lessoni() 
 P(Cookiralia)sp.
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開 洋 丸 のFIBEX航 海 に お け る 海 烏 の 目 視 観 察
大 口.1佳邦 ・ 「勺藤 靖 彦
(極 地 研 究 所)
昭 和55～56年 の 南 半 球 の 夏 シ ー ズ ン に 南 極 サ ー の'↑1面 的 な 協 力 の も と に な さ れ た1・ 海 鳥 の
海 に お い て 匡1際 協 同 に よ るFIBEX同 時.客 船 衛視測 種 類 の 判 定 に は 、 中 村 ・ 内 藤 編 … ・}」極 海 目 視 マ
が 実 施 さ れ た 。.そ の 一 照 と し て 、 ノk産 庁 の 聞 洋 ニ ュ ア ル ・海 馬 類:(極 地{flF,1979)を 会 照 じ
丸 も 観 測 に 参 加 し 、 主 と し て オ キ ア ミ の 資 涼 調 た ゜
査 を 行 っ た 。 ま た 同 時 に そ の 海 賊 に 出 現 し た 海
鳥 の 目 視 観 察 を 実 施 し た の で 、 そ の 観 察 結 果 を
こ こ に 報 ㍑ す る 、
日 切 観 察 を ㌍ 施 し 武二海 蠕 は 図1に ・Jlした っ 仁
一 へA
に6∩S以 南 の8(')"1{～:301・)に わ た る 海 蜷 で あ っ た
.時 期 的 に は[1・fl1の ① に'」くしk航 路 は12月91.丁 ～
12」12s日,同 じ く ② に パ し プこ 航 路 は1月15日 ～2
∫1111|で あ っ プこ.、 こ
ほ ほ 中 何 す る の は70r'Eに 沿 っ た 線 の み で あ り 、
時 期 的 に 約ll」 　'i'Zの ず れ が あ っ7二
観 窓(ノ)方1..1三 はSC　 U{の ㍗ ㍗ 学 作 業 左111.1こ が ま と
め た10分}川1㍑'㌘ の 方 法 に ほ ぼ ち と つ い て 行 わ れ
た.」 一な わ ち 、 あ る10分 出∫に 出 」・ト.』し た 海 扁 の 柿
今 回 観 察 さ れ た 海 鳥 の 何(類 は ペ ン ギ ン い・111中 、
ア ホ ウ ド リ 科3種 、.ミ ズ ナ ギ ド リ 科10Nf.　 cl二間{中
か の ク ジ ラ ド リ 、 ウ ミ'ソ バ メ 轡1研 、 モ グ])、 ワ
ミ ツ バ メ は 種 類 本 川 の ・ち の 、 ト1'7ゾ ク ヵ モ メ ド1・
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図1{25。E線 におげ る ワ口口ス}レaの 合 図2,160芒 線1くお け るワ 口口76ル 乱 の
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Fig. 3 Vertical 
 125° E.








Fig. 4 Vertical 
 125° E.
profile of DOC  (mg/l)  along
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